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ΞイδϯガʔɾϓラωλϦϜ͕ੈքҨ࢈ʹొ��தࢁຬਔ

খ୳ࠪػ「ΦシϦスɾϨックス」ͷΧϓηϧ͕ؐؼ��தଠ

.��த৺ブラックϗʔϧͷࣗసΛࣔ͢ূڌ���കຊਅ༝ඒ

ͯ͢ͷਓʹ։͔Εͨॴ ॓ധίテʔδ「ͭΉ͙Ո」 ࢠਅཧڮߴ

川߁͕ඳいた
天の川Λ๚Ͷͯ

リモート天文台で
大望遠鏡をレンタル

εςϥγϣοト�։ൃத و࣏ࢁ্

ϕςルΪε͕ফ͑Δʁ

73ӉതؗίスϞϦΞ

本誌の全部または一部を無断で複写複製（コピー）することは、著作権法上での例外を除き、禁じられています。

ࢴ月のදࠓ˙
ळの४උ
ʣࢢւ໊ݝӨʗ෦�߶ʢਆಸࡱ
サムヤン 35mm F1.4（F1.8） ニコン D810A
ISO3200  ビクセン ポラリエ
2023年9月18日01時25分 15秒露光
ニコン NX Studio／Photoshop 2023
キヤノン PiXUS PRO-100S　
静岡県東伊豆町にて
ͩ·�月ʹͳͬͯ͘͠ݫのՆॵ͕͞ࠓ
·ͩळのؾ͑͞感͡ΒΕ·ͤΜͰͨ͠ɻ
ΘΕݟΓʹग़͔͚ͨののӍʹࡱ
のͭΓͰंΛΒ͍ͤͯͨΒӢのؼ
Ε͕ؒɻٸᬎߴɺ ΈΔͱͦ͜ʹͯͬߦʹݪ
͏εεΩのึ͕։͖ɺळの͍ͱͳ͍ͬͯ
·ͨ͠ɻਂ のۭʹ冬の͕࠲ग़͖ͯ
͍ͯͯळの४උສͰ͢ɻ

ۭΧϨϯμʔ202�௲͡ࠐΈಛผ

χϡーεΛਂ۷Γʂ7෦
Ϳ͍ͪΎʔͿ

ΦʔϧΠϯϫϯఱମࡱӨ

৯Χϯτμϯ

খʹΑΔ�৯

リモ ト天文台で
ࣗʹ͍ͳ͕Β
天体ࣸਅ撮影

.��த৺෦ɹࡱӨʗࡶլོ߁

/&84�$-*1　石川勝也
༝ঁのΏΔΏΔۭϨϙ�のঌ͢··
ϏδϡΞϧఱମਤؑ　沼澤茂美＋脇屋奈々代
��月のۭ　篠木新吾
��月の月ͱのಈ͖
��月のఱ文ݱΧϨϯμʔ
��月の　あさだ考房
৽ணใ
月ץ΄ΜφϏ　原 智子
ୋの　渡部潤一ࡾ
ΞΫΞϚϦϯの্ࢽԋձ　ミマス
ϒϥοΫത࢜の#ڃఱ文ֶࣨڀݚ
ఱ文ϚμϜ͕Ώ͘　梅本真由美
ఱ文ֶͱϓϥωλϦϜ　高梨直紘＆平松正顕
ఱ文ɾӉΠϕϯτใ��ύΦφϏ

0CTFSWFS�T�/"7*
ɹɹมޫ　高橋 進
ɹɹ৽ఱମɾଠཅܥখఱମ　吉本勝己
金Ҫࡾஉのͩ͜ΘΓఱ文
φϏͻΖ
ɹɹωοτΑࠓ͋Γ͕ͱ͏
ɹɹձࢽɾձใհ
ɹɹΈ͘ఱ文ಉձ　藤井龍二
ɹɹҿΈ৯͍月͢
ΪϟϥϦʔԠื༻ࢴʗߘҊ
όοΫφϯόʔɾఆߪظಡの͝Ҋʗฤूهޙ
ΦϯϥΠϯγϣοϓ࿈ಈ�ങ͏ങ͏େ࡞ઓ
,"(":"௨৴
φϏΪϟϥϦʔ
ۜϊࢠޫ࢛�のهԱ　飯島 裕

�/"4"�(PEEBSE�T�4DJFOUJpD�7JTVBMJ[BUJPO�4UVEJP

ૣ水�ษ

ོ߁լࡶ

ถॎஅօط日৯まで͋ͱ�͔月 ੴҪ�֜

കຊਅ༝ඒ

Μ͍͘͞ࠂ˙
コニカミノルタプラネタリウム／表2
ケンコー・トキナー／4
近畿日本ツーリスト／16
TOMITA／62
ケンコー・トキナーサービスショップ／64
ジズコ／66
アイベル／68
シュミット／70
笠井トレーディング／82～87
八ヶ岳グレイスホテル／93
ウィリアムオプティクス／102
ビクセン／114～表3
五藤光学研究所／表4

AstroArts／6、20、72、74、76
AstroArtsオンラインショップ／88～91
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撮影に必要な機能を集約
オールインワン天体撮影

12月発売予定！

७࢈ࠃの天ମࡱӨιϑτ
ʮεςϥγϣοτʯ͕
όʔδϣϯΞοϓ

のʮϥΠϒελοΫʯ
ʮΦʔτϑΥʔΧεʯʹ ରԠʂ

ɹʮεςϥγϣοτʯεϚʔτͳఱମ
ΔιϑτΣΞͰ͢ݱΛ࣮؍Өɾࡱ
͢ɻఱ文γϛϡϨʔγϣϯͱಓ੍ّ
ɺΧϝϥίϯτϩʔϧΛΈ߹Θͤޚ
ͨ౷߹ߏػͱɺը૾ղੳɾϓϨʔτ
ιϧϏϯάɾಋೖิਖ਼ͳͲʹΑΓߴ
ͳௐۀ࡞Λࣗಈ化ɻෳࡶͳૢ࡞ͳ
͠Ͱ͍ࢥ௨Γのఱମը૾Λखʹ͢Δ͜
ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹࠓճൃച͢Δʮεςϥγϣοτ̏ʯ
Ͱɺ৽ͨʹϥΠϒελοΫػΛ
͕Մʹͳ؍ࢹɺຊ֨తͳి͠ࡌ
Γ·ͨ͠ɻ·ͨిಈϑΥʔΧαʔの
ରԠαϙʔτ͢ΔΧϝϥの֦ॆɺϫ
ΠϠϨεͰ  ԕ Λ੍ڸ Δ͢ޚ
ʮ(FBS#PYʯʹ ΑΔແઢ੍ޚのվྑɺ
ͦのଞのࡐػの੍ޚରԠఱମσʔ
λの֦ॆɺΠϯλʔϑΣΠεのվྑͳ
ͲʹΑΓɺ͞ Βʹ͍͢ ɺ͘͞ ·͟·
ͳ໘Ͱ͓͚͍͍ͩͨΔΑ͏ ʹͳΓ
·͠ ͨɻ

������5osIJya�"raJ

■ ステラショット�  Ձ֨�����ԁ�ʢ੫ࠐʣ
■ ステラショット�公式ガイドブック  Ձ֨����ԁ�ʢ੫ࠐʣ
■ GearBox  Ձ֨�����ԁ�ʢ੫ࠐʣ

հ˔্و࣏ࢁʢΞετϩΞʔπʣ
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ɹϥΠϒελοΫػΛ৽ͨʹࡌɻ$.O4Χ
ϝϥ͚ͩͰͳ͘σδλϧҰ؟ϨϑΧϝϥʹରԠ
͠ɺͦͷͰը૾ͷϨϕϧௐΧϥʔௐΛ
ΛϞχλʔ্ʹ໌ʹө࢟ͳ͕Βɺఱମͷ͍ߦ
͠ग़͠·͢ɻ·ͨɺμʔΫิਖ਼ϑϥοτิਖ਼ʹ
ରԠ͍ͯ͠ΔͷͰɺϊΠζͷແ͍ϑϥοτͳը
࣭Ͱͷి؍ࢹ͕ՄͰ͢ɻ͞ΒʹɺελοΫ
தͷඌͣΕΛࣗಈิਖ਼͢ΔػʹΑͬͯɺݫ
ີͳ࣠ۃ߹ΘͤΦʔτΨΠυඞཁͳ͘ɺܰؾ
ҢʹΑܦָ͕͠Ί·͢ɻͪΖΜ؍ࢹిʹ
ΔࢹճసʹରԠ͠·͢ɻ·ͨࡱӨը૾͔Β
ӢΛݕͯ͠ελοΫ͔Βআ֎͢Δ͜ͱͰ͖ɺ
ը࣭ͳө૾Λखܰʹָ͠Ί·͢ɻߴ
ɹ͢ࡌΔਤɺʮεςϥφϏήʔλ��ʯͱ
ಉͷӢɾஂΧλϩάʹରԠ͠ɺۭͷ
༷ʑͳఱମΛ͔࣍Β࣍ͱಋೖ͠ͳ͕ΒਂӉ
ͷ࢟Λָ͠Ί·͢ɻ

ɹిಈϑΥʔΧαʔͱΧϝϥͷ࿈ಈ੍ޚʹΑΔΦʔ
τϑΥʔΧεΛ࣮͠·͠ ͨɻ߃Λࣗಈݕग़͠ɺ
ϑΥʔΧεҐஔΛҠಈ͠ͳ͕Βө૾Λఆͯ͠δϟ
ετͱͳΔϐϯτҐஔΛࣗಈௐ͠·͢ɻ
ɹͷେ͖͞ʢ෯ʣΛͯͬϐϯτ߹ΘͤΛ
௨ৗͷϑΥʔΧεఆΞϧΰϦζϜʹՃ͑ɺ͏ߦ
ϑΥʔΧεͷධՁʹʮίϯτϥετʯΛ͜͏ͱͰ
݄໘ͷΑ͏ʹ૾ͷແ͍ࢹͰΦʔτϑΥʔΧε
ΛՄʹ͠·͠ ͨɻ͜ͷϑΥʔΧεఆػϚ
χϡΞϧૢ࡞ʹରԠɻిಈϑΥʔΧαʔΛ͓࣋
ͪͰͳ͍߹Ͱϐϯτௐ͕ۀ࡞༰қʹͳΓ·͢ɻ

ɾϓϥΠϜϑΥʔΧεରԠ
ɾ$.04ΧϝϥのΦϑηοτઃఆ
ɾྫྷ٫ΧϝϥԹ্ঢ੍ޚʢঃԹʣ
ɾ࿐ώʔλʔ੍ޚ
ɾσΟβϦϯάຕࢦఆ
ɾԕڸϗʔϜɾύʔΫػʢҰ෦ػछʣ

ɾิ࣠ۃਖ਼ΛΑΓਖ਼֬ʹɺか͍ͭ͘͢
ɾࣗવͳૢ࡞Λͨ͠ٻϢʔβʔΠϯλϑΣʔε
ɾαϙʔτ͢Δ1͕ثػ$ଓ �(FBS#PYͱʹॆ࣮
ɾ(FBS#PY ଓखॱΛ؆ུԽ͠ɺ8J�'J ଓڥのॊೈੑ্
ɾεςϥφϏήʔλからのఱମಋೖ
ɾӢɾஂɺክのදࣔΛৄࡉʹઃఆՄ

ʮステラショット2ʯ
ಛՁηʔϧ

開催中〜
11月30日まで

ʮεςϥγϣοト�ʯແঈΞοϓάレーυ ʂ͖

͝จͪ͜Βʂ���https://www.astroarts.co.jp/shop/

■ 「ステラショット2」  Ձ֨�����ԁ�ˠ�ಛՁ�����ԁ
■ 「ステラショット2＋公式ガイドブック」 Ձ֨�����ԁ�ˠ�ಛՁ�����ԁ
■ 「ステラショット2＋GearBox」 Ձ֨�����ԁ�ˠ�ಛՁ�����ԁ
■ 「ステラショット2＋公式ガイドブック＋GearBox」 Ձ֨�����ԁ�ˠ�ಛՁ�����ԁ
˞Ձ֨શͯ੫ࠐͰ ɻ͢
ʮ˞スςϥγϣοτ��ແঈΞοϓάϨʔυਃ݊ࠐʯɺʮスςϥγϣοτ�ʯのύοέʔδʹష͓ͬͯૹΓ͠· ɻ͢

˔͓͢͢Ίػ��

˔͓͢͢Ίػ�

ϥΠϒεタοΫ
Live-Stack

Auto-Focus

Sale

ʹܰؾ
؍ࢹి

ΦートϑΥーΧε

ϐϯτΛ
ࣗಈઃఆ

˔ͦͷଞ৽ػ ˔όʔδϣϯΞοϓͰ͞Βʹ্

˞ը໘ͯ͢։ൃதののͰ ɻ͢

11
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73 ۭؒにੜしたӉതؗ

　VR ӉതؗίスモϦΞ（ҎԼ、ίス
モϦΞ）はఱจֶɾӉ։ൃなͲにؔす
る༷ʑなࢿྉがలࣔされている、όʔ

νϟルɾϦΞϦテΟ（VR）ۭؒ
্にઃஔされたӉതؗです。
֤星のॏྗをδϟϯϓする͜
とで体ײしたり、ϒϥοΫϗʔ
ルにखをೖれてΈたり、࣮大
の*SS ધ  を୳ したりなͲࡧ

VR ならではのཁૉがりだ͘さΜです。
　ίスモϦΞはιʔγϟル VR ϓϥοτ
ϑΥʔϜʮVRChatʯ্にແྉެ։されて
いるたΊ、ԕ͘れたෳਓのདྷؗऀが、
いにίϛϡχέʔγϣϯをऔりながらཧޓ
ղをਂΊる͜とがで͖ます。੍࡞はఱจ
Ծڀݚॴ（VSP）のҰ部༗ࢤをத৺に
Θないߦでのۚમतडをؒऀؔ、いߦ
ඇӦར׆ಈのҰとして੍࡞ɾެ։ɾӡ
Ӧをߦ てͬいます。
　2023年9月1のΦʔϓϯҎ߱、1͔

月ؒでདྷؗऀは�ສਓを
ಥഁしました。͜のࣄهで
は、ؗの༷ࢠ͜だΘり
なͲをհしてい͖ますʂ

ؗのߏ成ʁ

　� ͭの常ઃలࣔࣨとϝΠ
ϯϗʔルをは͡Ί、γϣοϓΠベϯτ
ϗʔル、ϓϥωλϦウϜʗఱ体؍ଌࣨなͲ
͔らߏされています。
　常ઃలは�部。ͦれͧれ、ʮ1. ਓྨ
の明͚ʯʮ2. Ӊ։ൃڝ૪ʯʮ3. Ӊ
の׆༻ʯʮ�. Ӊの؍ଌʯʮ�. 太陽系と
星ʯʮ�. .�星とۜՏʯʮ߃ Ӊཧʯ
と໊લがͭいて͓り、星ۭఱจֶ、Ӊ
։ൃまで෯いテʔϚをѻͬています。
のίϯηϓτ֎ɾなͲはʮϋݐ
ί൝ʯとݺれる੍࡞νʔϜが৽نに੍
にܗ͔なࡉࣗ体のݐ。しました࡞
してΈて͘ ださい。

ͲΜͳలࣔが͋るのʁ

　లࣔࢿྉは、VSP のϝϯόʔなͲΫϦ
ΤΠλʔのօ༷͔らدୗをड͚たのを
த ৺ に、NASA 3% ResourDes な Ͳ
8eC ্にڞ༗されているのؚΊて、

ϥΠηϯスにԊ てͬలࣔしています。
　ϦΞルλΠϜੑをͬ࣋たలࣔ、ίス
モϦΞのັྗのͻとͭです。లࣔの
ͻと ʮͭਓӴ星ϦΞルλΠϜҐஔใ
モχλʔʯでは、球ّのपғにਓ
Ӵ星のʮ࠲ඪɾ高度ɾ度ɾ軌道ʯを
ϦΞルλΠϜでۭؒにු͔ͤながらࣔし
ています。
　లࣔに͔ܽͤないࢿྉの͏ͪ、৽ن
ྉ（3%ࢿがඞཁな࡞੍ モデル）に

「VR宇宙博物館コスモリア」
プロジェクトチーム

天文ܥ 75VCFS なΔχϡʔεΛ͓ಧ͚͢Δίʔφʔɻʹؾ͕
ճ73ࠓ ۭؒͰ׆ಈ͢Δಉձʮ天文Ծڀݚॴʯのօ͞Μ͕ɺ
�月ʹΦʔϓϯ͠ ʮͨ73 ӉതؗίεϞϦΞʯΛհ͠· ʂ͢

#5  VRで宇宙に迫る博物館

https://virtualspaceprogram.org/cosmoria

銀河系に潜入！
赤い （ؙ:ou Are )ere）を༑ ਓと
ғΈながら、ఱのۜՏをԣ͔ら؍
。すれ、ձΈます

ロケットに近づこう　খ星୳ࠪػʮはͿさ2ʯδΣʔϜζɾウΣοϒӉԕڸなͲ、࣮大のల
ࣔがりだ͘さΜ。͔ۙ͘らͬ͡ り͘؍ཡで͖ます。
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2023 ˔ DECEMBER

月

の月にͦれͧれのҰ൪をޙ࠷年ࠓ
　日͕མͪΔͷ͕ૣ͘ ͳΓɺ౦日ຊͰؼ͕ؒ࣌͢Ͱにਅͬ҉͔
͠Ε·ͤΜɻঔͷۭͰҾ͖ ଓ ໌Δ͍星ɺଟ͘࠷͖ ͷਓにͱͬ て「Ұ
൪星」ͱͳΔͰ͠ ΐ͏ ɻ1�日ະ໌にɺࠓ年Ұ൪ͷ;ͨ͝ྲྀ࠲星
大Λܴۃಈͷ׆͕܈ ·͑͢ɻͬ͠ Γ͔ͱפରࡦͱఱئفΛ͠ て؍
にྟΈͨ ͱ͍͜ ΖͰ͢ɻ

　ΦリΦϯ大星Ӣɺ͢ΔͳͲɺൺֱత؆қͳࡐػͰָ͠ΊΔఱମ
Λܴ͑て͖ࠒݟ ·͠ ͨɻڸ؟Ͱͷ؍にॆ׳Εて͖ Βͨɺখ星
؍ՄͰ͢ɻখ星ͱ͠ てҰ൪໌Δ͘ Δϕελ͕͑ݟ 22日にΦ
リΦϯ࠲ͰিͱͳΓɺ؍ͷػͱͳͬ て͍·͢ɻ໌Δ͞  �ͳͷ
Ͱɺ͚ͭݟΔͷ༰қͰ Γ͋·ͤΜ͕ɺ星ਤΛΑ͘ ֬ೝ͠ͳ Β͕୳͠
てΈ·͠ ΐ͏ ɻ
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0  ։星ஂࢄ
1  光星Ӣࢄ
2  星ঢ়星Ӣ
3  超৽星֚
�  球ঢ়星ஂ
�  ۜՏ
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12月上旬  21：00頃
12月中旬  20：00頃
12月下旬  19：00頃

12月15日の
東京  20：00頃
大阪  20：20頃
福岡  20：40頃

明るい冬の1等星たちが見頃を迎えてきました。
中旬には今年一番注目の流星群も。

月末は今年の締めくくり。
慌ただしい師走にひとときの星空観望はいかが？
解説／篠木新吾ʢ۴࿏ࢢ Ͳ͜༡ֶؗʣɹ構成／石田智
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Occultation of HIP 27989 (Betelgeuse, α Ori) by 319 Leona
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ফࣦফࣦ
光ݮ光ݮ

ベテルギウスফ ʁࣦ
ͦΕとݮ光ʁ

খ星 ΑʹΔ৯͕ᖰΓग़͢赤色超巨星の࢟

˙�ϕςϧΪウε৯の༧ใ
2023年12月12012～�0࣌�分（6T）
恒　星：ベテルギウス（α Ori、HIP27989）

　明るさ 0.�
　赤0 ܦ�h��m10.3��s
　赤Ң �0� 2˃� 2˄�.��（˅J2000）

小惑星：（319）Leona
　明るさ 1�.2
　推定ܘ ��Lm ʁ 3Lm

12.2ඵ࠷ ؒ࣌ଓܧ、光ɿ13.�ݮ
星৯ଳɿதԝΞδΞɻ߃ ೆϤʔϩούʵถࠃϑϩϦμ

ΉΦϦΦϯ࠲。ࣸ ਅはࠃで撮影されたのだが、ベテルギウス৯が͜ىる࣌のτルίɾ
ΞϯΧϥۙで؍ଌしたと͖のベテルギウスのฏ高度（�0 ）˃のΠϝʔδにۙい。

OL:MP6S E�� / ;6*KO %*G*TAL E% 1��3�mm F2.0 S8%
1�mm / F2.0 / �0ඵ / *SO1�00 / ιϑτϑΟルλʔ༻ / ඌ撮影
2010年11月（ͪΐͬ とݹい）撮影のࣸਅを࠷৽のA*ϊΠζϦμΫγϣϯをͬて૾ݱ࠶し
てΈた。֨ ஈとϊΠζ化されて֊ௐௐがしす͘なり、͖ らΊ͘ౙの星ʑをよりඒし͘
ײはͲΜな࠲な͘なるΦϦΦϯ͑ݟる͜とがで͖るよ͏になͬた。ベテルギウスが্͛
͡だΖ͏。とてෆٞࢥなோΊになりͦ͏だ（撮影ʗ൧ౡ ༟）。

12݄12ɺೆ ϤʔϩούとΞϝϦΧのϑϩϦμͰɺΦϦΦϯ
ͨ͜ݟのओ星ベテルギウス͕খ星ʹӅ͞ΕΔと͍͏୭࠲
とのͳ͍現͕͜ىΔɻ೦ͳ͕ΒຊͰݟΒΕͳ͍͕ɺ
ԕ؍ଌΛ͍ͯ͑ߟΔਓ͍ΔͩΖ͏ɻ1� ݄߸Ͱͦのશମ
૾Λղઆ͕ͨ͠ɺࠓ߸Ͱ͜の現の؍ଌ͔ΒظͰ͖Δ
Ռと研究ʹ͍ͭͯհ͢Δɻ

ղઆʗૣਫ ษʢ*05"�&"ࠤɺ լࢢ星ֶۭशؗʣ
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Occultation of HIP 27989 (Betelgeuse, α Ori) by 319 Leona

ベテルギウスと太陽系の比較。ベテルギウス
本体は、木星軌道まで達する赤色超巨星。
©ALMA (ESO/NAOJ/NRAO)/E. O’Gorman/
P. Kervella

VLTにより撮影されたベテルギウスの高層
大気。ベテルギウスの光球面を遮蔽して撮影。
©ESO/P. Kervella

図A　ベテルギウスの光球面モデル。まだら
な光度部分があると推定されている。
©Freytag/Chiavassa

VLT に よ り 撮 影 さ れ た
2019 年 1 月 ～ 2020 年 3
月のベテルギウス光球面の
変 化。 ©Montargès et al. 
2021, Nature

˞2　$)"3.2ʜ"�$BUBMPHVF�PG�)JHI�"OHVMBS�3FTPMVUJPO�.FBTVSFNFOUT�VQEBUF

˞1　ϕςϧギεͷࢹܘʜ1920年ϚΠέϧιϯ͕ࣗͷ։ൃͨ͠ׯবܭͱΠϧιϯఱ
จ100ΠϯνࣹԕڸにΑΓ4��0� 4ʁ��ϛリඵ֯Λଌఆͨ͠ɻ͜ Εɺ100LNઌͷ�ԁۄͷ
に૬͢Δɻܘࢹ

2019年1月（通常の明るさ）

2019年12月

2020年1月

2020年3月
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■  赤色超巨星ベテルギウスの研究
　Α͘ ΒΕて͍ΔΑ͏ にɺϕςϧギε߃星ਐԽͷऴظに͋
Δ৭ڊ星ͩɻ͢ Ͱにෆ҆ఆͳঢ়ଶに Γ͋ɺෆنଇͳޫมԽ
ͷ͋Δ຺ಈมޫ星ͩɻ2019年10月ࠒʙ 2020年ॳにɺա࠷ڈ
大ͷ1�2ͷޫݮΛ͜͠ى てΛूΊͨɻ࣮ ܘଠཅͷ͓Α
ͦ�00ഒ͋ ΓɺଠཅҎ֎Ͱ࢙上ॳΊてࢹܭ͕ܘଌ͞Εͨ߃星
ͩ˞1ɻׯবܭにΑͬ てɺࡏݱ·Ͱに࠷Α͘ Λଌఆ͞Εて͍ܘࢹ
Δ߃星Ͱ͋ Δɻ͞ Βにۙ年ͷڀݚͰɺޫ ঢ়Ͱͳ͘ٿٿ มܗ
͠て͍Δ͜ ͱɺϕςϧギεͷޫٿ໘Ұ༷にً͍て͓Βͣ·ͩΒ
ͳޫΛ͠ て͍Δ͜ ͱΘ͔ͬて͍Δɻͱ͔ ɺ͘ଠཅΛআ ߃͘
星Ͱɺ߃星໘ͱͦ ͷ֎ԑΛ؍ଌͰ͖ ΔՄ͕ͬ ͱ͍ߴఱମ
͕ϕςϧギεͩɻͦ ͷϕςϧギεΛখ星͕৯͢Δͷ͔ͩΒɺ
͜Ε·Ͱͷݟͱซͤて߃星ͷཧղ͕大͖͘ ਐల͢Δઍ載Ұ۰ͷ
νャϯεͱظ͞Εて͍Δɻ

1  ベテルギウスの現在

　લड़ͷ௨Γɺϕςϧギε߃星ਐԽͷऴظに Γ͋ɺ͓ ͦΒ͘
10ສ年Ҏに৽星രൃΛ͜͠ى てҰੜΛऴ͑Δͱ͞ ΕΔɻ͠ ϕ
ςϧギεΛଠཅܥにஔ ͱ͘ɺͦ ͷද໘星ͷيಓۙ·Ͱୡ
͢Δڊ大ͩ͞ɻ߃星͔ࣗΒ大ྔͷ࣭ྔ͕पลۭؒに์ग़͞Εͭ
ͭ͋Δɻ͜ ͷͨΊϕςϧギεͷߴ大ؾɺ༏に30ఱจ୯ҐΛ
͑て Γ͓ɺͦ ͷঢ়ଶ7-5にΑΓࡱӨ͞Εて͍Δɻ

2  ベテルギウスの視直径

　ϕςϧギεͦͷ࣮ڊ͕ܘ大Ͱ͋Δ͚ͩͰͳ͘ ɺൺֱత
星ͩɻͦ߃ͷڃ大࠷ܘࢹに͋ΔͨΊڑۙ ΕͰɺͦ ͷࢹ
にΑͬڸখ͗͢͞ΔͨΊに大ԕܘ てࢹ؟తにͦͷܘΛೝ
ΊΔ͜ ͱͰ ͳ͖͍ɻຊࣄهͰɺϕςϧギεͷࢹܘに4��1ϛ
リඵ֯Λඪ४ͱ͠ て࠾༻͠て͍Δ͕ɺ$)"3.2Χλϩά˞2に
ొ͞Εて͍Δϕςϧギεͷ29ճͷࢹܘɺ࠷খ31�24�ʶ
0�0�ϛリඵ֯ʙ࠷大���00�ʶ1�00ϛリඵ֯ͱ大 ͳ͖։͖͕͋Δɻϕς
ϧギεͷΑ͏ ͳ຺ಈมޫ星ɺޫ ͷۃখظに࠷ு͠ۃ大
ଇͳنΒΕて͍Δɻϕςϧギεෆ͕ऩॖ͢Δ࠷にظ
มޫ星Ͱ͋Δ͕ɺ2023年�月ࠒにۃখظΛܦて12月ࠒにۃ
大ظΛܴ͑Δͱ༧͞Εて͍Δɻ͠ ɺ͜ ͷਪଌ͕ਖ਼͠ ͱ͍͢Δͱϕ
ςϧギε৯օط৯にۙ ͳ͘Δ͜ ͱ͕ਪଌ͞Εɺ؍ଌՌͱ͠ て
ΑΓ·͠ ͍݁ՌΛಘΒΕΔ͜ ͱにͳΔɻϕςϧギεͷਖ਼֬ͳࢹ
ܘɺϕςϧギε৯ͷ؍ଌ༧ใに͠ てɺ؍ଌ݁Ռ͔ΒಘΒΕ
ΔՌͱ͠ て࠷大ͷؔ৺ࣄͷ1 ͱͭͳ て͍ͬΔɻ

3  光球面の撮影とモデル

　ϕςϧギεຊମ͔Βͷ࣭ྔͷ์ग़ͷ݁Ռɺϕςϧギε
ମͰͳ͘ٿ ɺҰ෦にίϒ͕͋ΔͳͲͷมٿޫͨ͠ܗମͱͳͬて
͍Δɻ·ͨɺޫ 星෦͔ΒͷରྲྀにΑͬ߃໘ٿ てϜラͷ͋Δޫ
ͱͳͬて͍Δ ͱ͕͜༧ଌ͞Εて͍Δɻӈͷਤ"ɺ.JHVFM�
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ԕִの天ମԕڸΛૢ͢࡞Δリモート天文台͕
天ମࣸਅϑΝϯ͔ΒΛूΊ͍ͯΔɻ
ѱ天ީの͕ଟ͍Φϥϯμॅࡏのࡶլ͞Μ
リモート天文台Λͯͬ天ମࣸਅΛࡱӨ͠
φϏΪϟϥリーʹ࡞Λ͍ͯ͠ߘΔɻ
լ͞Μʹɺੈࡶ քのओͳリモート天文台ɺ࣮ ๏ɺํ༺のࡍ
天ମը૾のऔಘํ๏·ͰΛհ͍͍ͯͨͩͨ͠ɻ

解説・作例◎雑賀康隆 （オランダ・アムステルダム在住）

リモート天文台で
大望遠鏡をレンタル

ࣗʹ͍ͳ͕Β天体ࣸਅ撮影

���ঢ়Ӣʢଆʣྫ࡞
主題の超新星残骸を強調するためコントラストが強調されがちな天体ですが、
背景に存在するガスや分子雲を埋もれさせず表現した作例です。
タカハシε130 FL430mm F3.3　Paramount MX+ ZWO ASI-2600
ASI-2600 MM Pro　2023年7月9日21時28分（UT）
L 2分×60　R 2分×60　G 2分×60　B 2分×60
撮影地:Roboscopesリモート天文台（スペイン）にて

Remote Observatory
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ϦϞʔτ天จ׆༻
Remote Observatory

͍ઢ͕ΞϜεςϧμϜͱಉҢͰ͢ɻϤʔϩούશମ͕͔ͳΓʹҐஔ͠·͢ɻ

ಓ

Ң��˃
Φϥϯμ

͏��Ҏ্ʹΘ͍ͨͬͯͯͬΔϛʔυの�
��DNγϡϛΧηΛϕϥϯμʹઃஔ͍ͯ͠·͢
͕ɺ�͔月ʹ�ճɺ͑Δ͕͋Δ͔Ͳ͏͔ͱ͍ͬ
ͨ感͡Ͱ͢ɻ͔ ͘൵ࢂͳࣄ͔Βɺఱީɺޫ ɺ
ཧの੍͕গͳ͍ւ֎のϦϞʔτఱ文のར
༻Λ։͍ͩͨ࢝͠͠Ͱ͢ɻ

　私が住むのはオランダのアムステルダム
です。北緯は52度ですが、これは右下の
地図を見てもわかるようにサハリンの北端、
カムチャツカ半島の南端あたりと同じ緯度で、
かなり北に位置しており、夏は夜が短いです。
今年は5月18日から7月15日まで一晩中
天文薄明が終わらない夜が続きました。天
文活動をする者にとってこの期間は夜が無
かったのと同じです。
　逆に冬は夜が長いのですが、雨天・曇
天が続き、晴天がまったくない月もあります。
オランダのみならず欧州の北海沿岸の気象
はどこもこんな感じです（前に住んでいたド
イツのハンブルクはもっと悪条件でした）。
緯度が高いので、さそり座のアンタレスも
南中高度が10度程度しかありません。加え
て、アムステルダムの都市光害は厳しく、
SQM18.42（※1）で東京三鷹の国立天
文台のあたりと同程度です。
　私がリモート天文台の活用を始めたのは
ひとえに、このアムステルダムの悪条件の
中でどうやって星空を楽しむか、オランダに
いながらにして天体写真を撮影することは
できないかと思案した末のことでした。

リモート天文台の形態
　一口にリモート天文台と言っても運用形
態はさまざまです。大きく分けると、自前
の機材を預けて運用サポートを提供しても
らう「ホスティング」と、天文台施設の望

遠鏡を「時間レンタル」で利用させてもら
う形態があります。
　せっかく機材に投資するならその機材の
能力をフルに発揮できるように最高の立地
に設備を置くというのが合理的ですが、運
用コストもそこそこかかります。チリにホス
ティングするObstech社の場合、半径1.5m
の運用スペースのホスティング費用が
$13,000/ 年です。執筆時点の為替だと月
額15万円になります。もちろん、そこに設
置する機材の投資がありますから、初期投
資と運用コストを考慮すると個人にとっては
かなりの負担です。
　一方で機材の時間レンタルは費用対効
果の高さが魅力です。私が主に利用する
Skygemsリモート天文台の場合、口径
50cmの大型機材を€45/ 時間（約7,000
円 /時間）で利用できます。機材を時間で

ଟ͘のεϥΠσΟϯάϧʔϑ؍ଌ͕ࣨฒͿ4JFSSB�
3FNPUF�0CTFSWBUPSJFTの؍ଌࢪઃͰ͢ɻେܕの
ऩೲ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͕ڸଌࣨʹෳのԕ؍
ʢը૾ఏڙɿ4JFSSB�3FNPUF�0CTFSWBUPSJFTʣ

北緯52°のアムステルダムから天体撮影

˞���42.��6OJIFESPO ࣾのʮ4LZ�2VBMJUZ�.FUFSʯͰଌఆۭͨ͠の໌Δ͞のࢦඪɻ
�ඵ֯ͨΓのڃʢʹද໘ًʣͰද͞ΕΔɻ 月刊 星ナビ　2023年12月号 37
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サイエンスの歴史を紐解く

新潟ॅࡏのপᖒໜ美さんがখઆ『雪国』をΠϝーδし
てඳいたΠϥετ。で る͋新潟・湯沢のԹઘ֗か
ら୩川࿈ๆの上に立つౙのఱの川をඳいている。「Ξ
ετϩΨΠυۭ年ؑ2008」のදࢴを০った。
Πϥετʗপᖒໜ美
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のӨのओ�天の川࡞໊
−「天の河。きれいねえ。」駒子はつぶや

くと、その空を見上げたまま、また走り出した。

ɹああ、天の河と、島村振りڼいだとた

Μに、天の河のதମがふうとුき上がっ

ていくΑうだった。天の河の明Δ͞ が島村

をٟい上げそうに͔ۙった。ཱྀのഄাが

͜、ւに見たのはߥ のΑうにや͔な天の

河のେき͞ であった͔。དの天の河は

のେをૉഽでר う͜として、͙ そ͜ に߱

りてདྷていΔ。ڪろしいԒΊ͔し͞ だ。島

村は自のখ͞いӨが上͔Β逆に天の

河ࣸっていそうにײ た͡。天の河にいっ

ͺいの星がҰつҰつ見えΔ り͔でなく、

と͜ ろͲ͜ ろޫӢのۜ࠭子ҰཻҰཻ見え

Δ΄ͲΈり、し͔天の河のఈなしの

ਂ が͞ࢹઢをٵいࠐΜでߦった。

（৽ைจݿ൛�153�p163。ҎԼಉ。

の͜ޙ Β͞に天のඳࣸがଓく）

　どうだろう。川端の筆கが৫りなす天の
川のੌԒなまでのඒとଘ在ײにࢲはѹ
された。だがಉ時にڧな違和ײにも見
舞われてしまった。

　「このようなやかで明るい天の川が見
られるのはՆではないのかʁ」

『雪国』の天の川のγーンは元が雪に
෴われた冬景৭の中でల։されている。
町あかりの少ない当時の夜空をࢥえば、
୶い冬の天の川もཱࡍって見えるのかも
しれないʜʜいや、本当に冬の天の川が
これ΄どѹ的なଘ在ײで見られるだろ
うか。もしかすると川端は、Նに見た天の
川を冬の໘に当てはめてしまったので
はないかʁ　「たしかめたい。この໘と
ಉ͡قઅに現地を訪れ、川端が描いた天
の川を見てみたい」このࢥいが本記ࣄの
取材にࢸった動ػである。

পᖒໜඒ͞ΜʹΑΔઌڀݚߦ
　ௐࠪをは͡めてまもなく、天ମ写ਅՈ
でΠラストϨーλーのপᖒໜඒさΜがಉ
͡ように『雪国』の星空をٻめて現地取
材をしていたことをった。পᖒさΜの
8FC ϖーδ「新ׁ星ل行」には、星空
の深いࢥいとともに小説『雪国』をΠϝー
δしたΠラスト（ࠨ）がࡌܝされている。そ
こに描かれているのは、冬の天の川だ。
পᖒさΜはこの 1 ຕを描くためにԿ度も

ʮڥࠃのいτϯωϧΛൈ͚ΔͱઇࠃͰ͋ͬたʯ
この༗໊ͳॻ͖ग़ Ͱ͠らΕΔখઆh ઇࠃ ɦຊจ্ֶ࢙、

ͱͯ͠࡞の໊ࢦ۶ ಡΈ͕ܧΕͯいΔɻ
࣮、h ઇࠃ ɦ天จϑΝϯͱͯ͠ こͩΘΓたい࡞Ͱ͋Δɻ

ʰઇࠃ のɦΫϥΠϚοΫεͰ、
川のӶい؟؍ʹΑΔѹרの天の川ඳ͕ࣸϥετ·Ͱଓ͘ɻ
ౡଜͱۨࢠの಄্ʹ͕ͯͬいたのどΜͳۭͩͬたのかɻ

Ͱ͋Δӽޙ౬Λ๚Ͷ、川のͱࢿྉから、
୯ͳΔഎܠʹͱど·らͳいۭのҙຯ͢ΔͱこΖΛಡΈղいͯい͘ɻ

考
察
◎
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本
真
由
美
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材
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◎
沼
澤
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美
、
梅
本
智
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親譲りの財産で気ままな生活を送る妻子持ちの文筆家・島村
は、雪深い温泉町で芸者・駒子と出会う。その年の暮れ、島
村は駒子に再び会うため汽車へと乗り込んだ。同じ車両にいた
葉子という娘が気になる島村だが……じつは葉子と駒子の間に
はある秘密が隠されていた。一途な駒子の生き方に惹かれな
がらも、島村はゆきずりの愛以上のつながりを持とうとしない。
ある夜、村の繭倉が火事になり、宿で一緒にいた島村と駒子
は現場へ駆けつける。その道すがら「天の河。きれいねえ。」
という駒子の声に誘われ、島村は空を見上げた――。
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新ை文ݿ൛『雪国』දࢴ。

『雪国』

˞川端は「天のՏ」と表記しているが、
本ߘではҾ༻෦をআき「天の川」とする。
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現地を訪れ、長期の取材をされたという。
添えられた説明にはこう描かれている。
　「小説雪国に出てくるラストの描写を参
考に、越後湯沢の冬の宵空を再現しまし
た。谷川岳の方向にかかるオリオン座が
印象的です」
　『雪国』の冬の天の川―。やはり見
てみたい。天の川と周囲の山々の星景も
ぜひ見たい。さて、どうすれば見られるの
だろうか。

いつ、どこから見た天の川か
　『雪国』の舞台は、上越国境の清水トン
ネルを抜けた湯沢温泉（越後湯沢）であ
る。このことは、岩 波 書 店 発 行 の 文 庫

（1948 年）のあとがきで川端自身が明記
している。『雪国』は1935 年から少しずつ
雑誌に発表されたものを 1946 年から加

川端康成（1899年〜1972年）
大阪生まれ。東京帝国大学国文学科卒業。大正か
ら昭和の戦前・戦後にかけて活躍した近現代日
本文学の頂点に立つ作家の一人。新感覚
派作家として独自の文学を貫いた。1968
（昭和43）年ノーベル文学賞受賞。著書
に『伊豆の踊子』『雪国』『古都』『山の
音』『眠れる美女』など多数。

駒子のモデルとされる湯沢町の芸者・
松栄（まつえ）。「川端さんは長いときで
20日～1か月くらい泊まって執筆されて
いました。書き終わると上越線の電車便
で原稿を上野へ送って、上野へは奥様が
取りに来ていたようです。松栄さんは読書好
きで話し上手。川端さんと気が合ったのではと
思います」高半の大女将・高橋はるみさん談（新
潟県の観光案内HPから引用）。

川端康成が宿泊し、作品の舞台となった「かすみの間」。
当時木造3階建てだった宿を鉄筋コンクリートに建て
替える際に移築され、当時のまま保存されている。

筆修正し、1948 年にひとつの長編小説と
して刊行された。今から約 80 年前の作
品である。
　『雪国』は高半旅館（現：雪国の宿 高
半）のかすみの間で書かれた。高半旅館
の高橋有恒氏の著書によれば、川端が初
めて湯沢を訪れたのは、1934（昭和 9）年
6 月13日、35 歳 のときである。その 後、
1937（昭和 12）年までのあいだに川端は
5 度にわたって湯沢を訪れている。当時の
湯沢は「戸数四百ばかりの村で、湯の宿
は西山の温泉掘削の成功の影響もあって、
十三、四あり、水上のやうになにか肌あら
いところなく、古びていてよい所であった」
と湯沢町の郷土史に記されている。スノー
リゾートとして賑わう現在とは比較になら
ない暗さで夜空が広がっていたに違いな
い。さて、ラストの天の川はいつ、どこか

ら、どの方向を見たものだろうか。川端の
描写から探っていこう。

−ふと島村は駒子と逆の方のうしろを振

り向いた。乗ってきた自動車のわだちのあ

とが雪の上にはっきり残っていて、星明りに

思いがけなく遠くまで見えた。（p157）

　晴れて星が見えている。単に「自動車の
わだちのあと」とせず「乗ってきた自動車の
わだちのあと」としたのは、新雪の中を
走ってきたためだろう。道に元々わだちが
あったとしても新雪で隠れるくらいだから、
深いわだちではない。本格的な冬が訪れ
る前だと判断できそうだ。

−「天の河。きれいねえ。」駒子はつぶ

やくと、その空を見上げたまま、また走り出し

た。（p163）
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　八ヶ岳山麓に小さな「星つむぐ家」が誕生しました。病気や障
害の有無に関わらず、誰もが安心して満天の星に会える宿泊コ
テージです。ここで繰り広げられるであろう新しく多様な物語を
想うだけで、胸がいっぱいの秋を迎えています。
　「星つむぎの村」は、「星を介して人と人をつなぎ、ともに幸せ
を作ろう」をミッションに活動している一般社団法人です。本誌
8月号にて、「星つむぐ家」の建設を応援してもらうためのクラウ
ドファンディングのお知らせをいたしました。クラウドファンディ
ングでは570名、別の方法でご支援くださった方も30名以上と、
私たちの想像をはるかに超える多くの方々にご支援いただけたこと、
何よりも、心あたたまる数々のメッセージを頂戴したことに、星
つむぎの村村人（会員）一同感激しました。あらゆるバリアを超
えて一緒に星を見たい、という願いは、小さいコミュニティの中
だけの想いではなく、もっと大きなうねりをつくる希望の灯なのだ、
と背中を押してもらった気持ちになりました。この場をお借りして、

厚くお礼を申し上げます。
　その「家」が10月1日に竣工しました。設計・建設を担ったのは、
自然素材を大切に扱う地元の工務店「素朴屋」さんです。彼らの
提案をもとに、村人たちと何回もミーティングを重ね、経験やア
イディアを共有しました。費用の制限や障害の違いを乗り越え、
どうすればみんなハッピーかな、を一緒に考える貴重な時間でした。
　そんな「家」の様子を少し紹介しましょう。写真にあるように、
木造平屋の小さな日本家屋です。外壁は、山梨県産のモミで、
玄関にいたるゆったりスロープはひのき材。車いすやストレッ
チャーが車から降りて転回し、スムーズに玄関に入れる設計に
なっています。　
　玄関を入ると、木の香りがただよいます。一番の特徴は、東と
南を向いた大きな掃き出し窓。窓の内側からでも星空が見え、
そこからシームレスに星見デッキに出れば、天の川のかかる満天
の星。東の山から、星や月や太陽が昇ってくる様子を、小あがり

にീϲַ࿈ๆΛΉࣗવ๛かͳཱですɻ空が҉いのͪΖΜ、ௗ
২の؍΄か、ྡ接するാの༷ࢠΛごཡいたͩ͘͜とで͖·すɻ

όϦアϑϦʔઃܭのࣨɻௐཧ͞Εた食ࣄΛΘらか͘で͖るデϦιϑλʔ
ΛؚΉࣗਬઃඋଞ、:PHJCP Ϋογϣϯ、γϟϫʔϕουͳͲཱͭઃඋ
いΖいΖ͋Γ·すɻ

ϦϏϯάの૭Λ։けるͩけでγʔϜレ
スにຬ天の星ががる星ݟデοΩɻ
「͜たͭで星ݟ」がおすすめɻ天ମ؍
ଌ༻に、Ϣχスςϥࣾのి؍ࢹઐ
༻ԕڸ F7TDPQF が͋Γ·すɻ

ใࠂɹڮߴਅཧࢠɾ෦ߒҰ（星ͭΉ͗のଜ）

すべての人に開かれた場所−宿泊コテージ「星つむぐ家」完成
山梨県の八ヶ岳山麓に建てられた「誰もが安心して満天の星に出会える家」。
クラウドファンディング達成で10月1日竣工。
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໊ބにුかぶౡ（ͭぶて͡·）ΛアʔνのΑうに·た͙カ
ϊʔプスのग़Λ時ؒにΘたͬてࡱӨしてい·すɻໄのൃੜ
にΑͬて、ӈଆがͪΐͬと明るա͗にͳͬてし·い·したが、
શମの੨い৭ௐの中でྑいงғؾΛかしͩしてい·すɻ

2022年11月22日　静岡県দࢢ۠ࡾέ日ொ大࡚にて
2023年3月号「星ナビ」ギャラリー掲載
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ビ
2312

小
冊
子
�

P1



์ࣹ͔Βのરޫ／ଜًߒ

ಓّඌしͳがらܭըతにࡱӨし、ൺֱ明߹
するଜ͞Μのख๏（星φϏ2021 8、9月
߸でղઆ）で、上ܠ৭とౙの星座の中にすばら
しい流星群がࡱΕ·したɻ

2022年12月14日　Ѫ県ଟ܊ೆଟொにて
2023年3月号「星ナビ」ギャラリー掲載
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南 西東

天頂

海王星

天王星
木星

土星

11月中旬の22時
12月中旬の20時の南の空
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2�2� 11月の主な天文現象
おうし座南ɾ流星群がݟらΕる
3日：おͻͭ͡座で木星が衝（−2.9 等）
10日：明け方、東の空で細い月と金星が接近
14日：おͻͭ͡座で天王星が衝（5.6 等）
18日：「しし座流星群」が極大の͜Ζ
Լ旬：金星とスピカが接近
25日：月と木星が大接近

2�2� 12月の主な天文現象
4日：水星が東方最大離角
10日：明け方、東の空で細い月と金星が接近
12日：南ϤʔϩούアϝϦカのҰ෦で、
� � খ星にΑるϕςϧΪスの食
13日：খ星ϕスλがふたご座のࢄ։星団.35に接近
14〜 15日：「ふたご座流星群」が極大 月明かΓͳし
22日：ΦϦΦϯ座でখ星ϕスλが衝（6.4 等）
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